
 令和７年度 友々大学（高齢者教室）・女性学級・自治会連合会合同学習の足跡 

第 テーマ 講  師 開  催  日  時 
参加者数/会員数 

（出席率） 

４回 
男女共同参画社会って 

何だろう？ 
福祉部福祉総務課 男女共同参画係 
奥 風夏さん(聞いて得するふるさと講座) 

令和７年８月１日（金）10:00 ～ 11:30 

 講義 

自 3+17名／60名 

（28.3％） 
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満足度の状況 

満足度    凡 例      回答数   割合  

５ 大いに満足した 3 名 18.8％ 

  ０名  

４ 満足した 4 名 25.0％ 

  3 名 18.8％ 

３ どちらとも言えない 3 名 18.8％ 

  ２名 12.5％ 

２ 少し不満 １名 6.1％ 

  ０名  

１ 全く不満 ０名  

 1 6 ／ 2 0 名 100％ 
 

参加者からの意見・感想(一部のみ掲載) 

 

 

全体満足度 

（3.5 以上） 

62.6％ 

 人権尊重社会の実現に向けて一昨年度「第６次防府市男女

共同参画推進計画(幸せますハーモニープラン２１)」が策定

されました。今年度、地域人権学習の一環として、福祉総務

課男女共同参画係長 伊藤さんと同係 の奥さんをお招きし

て、この計画についてのご講義を受けました。 

本計画には３つの基本目標が掲げられており、中でも「仕

事と生活の調和(ワーク・ライフ・バランス)の推進では、関

連視聴覚教材の視聴がありました。本市住民へのアンケート

調査結果から、今日においても、食事の支度や食器洗い、片

付け・買い物・洗濯・家計管理など多くの家事の 70～85％

を女性が担っており、男性の担当率 20～26％と大きな乖離

があります。DVD のストーリー内でも触れられており、性

差、感じ方、考え方は異なっていても他者理解に向けて話し

合いの姿勢を持つことの大切さが提示されていました。女だ

から…、男だから…という無意識の思い込みに気付き、日々

の生活の中で平等、人権意識をもって行動することの大切さ

に改めて気付くことができました。 

凡例 

50%～ 

40%～ 
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10%～ 

0%～ 

 

〇公的機関からも支援があることが分かりました。 

〇まだまだ家庭内では難しいですね。 

〇男女共同参画という言葉は知っていましたが、お話を聞いてとてもよく分

かりました。 

〇ありがとうございました。 

〇高齢者のための男女共同参画はどうあるべきかが聞きたいと思った。 

〇説明の仕方が棒読みで聞き取りにくく、説明の仕方がよくないと感じた。 

〇思いやることが大事。男も女もない。 

〇より理解が深まってよかったと思います。 


